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　　　 　　 　　 　 1．は じめに

　我 々 は物流輸送の迅速化を図るため ， 効率的な配

送順 （最短走行と荷物の積み卸し順）とそ の 距離を自

動的に検出し，緊急時にも容易に対応で きる物流輸

送シス テ ム の 開発 IL2 〕を試み て い る．本シ ス テ ム の 開

発では ，複数箇所を経由する最短距 離の 検出方法，

ならび最短距離の 情報を基に物流情報を一
元化する

か ，が重要な課題となっ て い る．

　最短 距離を検出する方法で は ，
ニ ュ

ー
ラル ネッ トや

遺伝的ア ル ゴ リズ ム を応用して ，最短距離を検出する

方法が 知られ てい る．例えば ， 京都大学の 内海らの 対

話型廃棄物収集運搬ル
ー

ト策定支援シ ス テ ム などで

ある．しか し，地図情報から絶対的な最短距離を検出

し，その 距離情報を基に，物流情報を一
元化 （荷物 の

積み卸し順か ら経理情報に至る
一

連の情報化）するシ

ス テ ム は，著者の 知る限り公表されてい ない ，

　本報告は，地図情報を用い た最短距離の 検出方法

を基に，物流情報を
一

元化する方法に つ い て述べ る，

T＝SX （処理時間／ノト
ート〉＋

　　　　　 KX （2 点間距離の 探索時間）

2．2　ル
ー

ト探索時間短縮の 考え方

（3）

　ル
ート探索時間を短縮するには，上記  式が示 す

ように，組み合わせ 数 S，あるい は探索件数 K を減ら

すこととなる．

（a）Exam 　le　ofa 　few　　sed 　 ints（3　 ints）
Highway

　　　　　　　2 ．巡回ル ー ト探索

2 ．1　 ル ー ト探索の 処理時間

　図1は，巡回ル ート探索ア ル ゴ リズ ム の 例を示したも

の で ある．図例は，Sが ス タート地点，　L が終着地点，

A ・B ・C が経由地 点を示して い る．図（a）は経由点が 3

箇所の例で，図（b）は経由点が多数の 例を示 して い る，

図（a）の 考え方の 場合，巡 回 ル
ー

ト探索は経由点が 2

点，3点，4点と増加するに つ れ ， そ の 組み合わせ 数
が 2 ，6，24 ル

ートと増加される．一般的に ， 経由点を

N（≧ 2）とすると，その組み合わせ（全探索）数 S は，

　　S＝ N× （N−D × （N−2）．．，× 2 × 1　　　　　　　　　（1）
で 表現 される，また，2 点間距離の 探索件数 K は

6
，
12

，
20 件と増加し，

　　K＝ 2N＋（N× （N−1））　　　　　　　　　　　　　　　　　　（2）
と表現され る．そして ，

ル ー
ト探索に必要な処理 時間 T

は，以下の 式で 表現される．
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Fig．2　Grouping　of　passed　pOints
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（1）探索件数 K の 低減 ： 開発の 第
一段階として ， 経由

点A か らB ，経由点Bか らA が同
一距離と仮定し， 2点

間の組み合わせ 件数を軽減することにより，処理時間

の 短縮を可能にした．例えば，経由点が増加するにっ

れ ，そ の 2点間距離の探索件数 K（N≧2）は

　　K＝2N＋ （（N−1）＋ （N−2）．．．＋1））　　　　　　　　　　　　（4）
となり，上記（2）式より探索件数が増す ほど，そ の 差が

軽減されるこ とがわかる．

（2）組み 合わせ数 S の 低減 ： 組み合わせ数 S を低減

するには ， 図（b）が 示すように ， 物流輸送の 特徴を生か

すこ とが 有効となる．具体的には ， 中・長距離輸送の

場合 ， 高速道路を利用するの で イン タ
ー

チ ェ ン ジを中

心に，顧客先をグル ープ化する方法を取り入れた．

2 ．3　ル ー ト探索時間の短縮

　 図2は，経 由点の グル ープ化の 考え方を示したもの

である．各 々 の経由点から特定な距離で ，各経由点を
一

っ のグル ープとしてまとめる方法を採用してい る．

　 図3は，グ ル ープ 化後の 処理を示したもの である．

図 （a ）は，各 々 の グル
ー

プ の 中心 （緯度，経度の 中

心）点を求め ， 始点と終点を加えた上で，図 1と同様な

巡回ル ート探索を実行し，探索順位を決定する．

　図 （b）は，中心点による探索順位を決定した後，始

点か ら第1 （最初）グル
ープを最初に通過する経由点

（P1−S）と最後に通過する経由点（Pl−L）を決定する．

  始点と経由点 （P1−S）の 探索：始点と第1グル
ー

プ の

　 中心点 （P1−C ）より短い 経由点を対象に探索する．

  経由点 （Pl−L）と第2グル ープ の 中心点 （P2−C ）を探

　索：第1・2グル ープの 中心点を結んだ距離より短 い

　経由点（Pl−L）を対象に探索する．

  上記で 仮決定した経 由点 （Pl−S，
Pl−L）よ り再検証 ：

上 記    を繰り返し，具体的な経由点を探索する．

　　 3 ．情報を
一

元化 した物流管理シス テム

　 図4は ， 最短距離の 情報を用 い た受注 ・見積もりの

実行例を示 したもの である，図 5は ， 地図情報を用い

た最短距離検出の 実行例を示したもの である．本シ ス

テム は，業務を受注すると，以下の 手順で 行われる．

  顧 客の 要 求に応 じた発地 （始点），着地 （経由点），

　車庫 （終点）が入力される．

  図4 中「検索」ボタン が押されると図5が起動される．

　着地が 多い場合，前述 の アル ゴ リズ ム が起動し，走

　行経路が表示され ， 走行 （最短）距離が検出される．

  最短距離は，図4中の 走行距離に組み込まれる．

  基本運 賃と上記結果から，見積もりが決 定される，

　上記
一連の 処理 は，配 車・日報処理 などとも連携，

さらに売上実績などの 情報が経理 に渡され ， 運転手 の

給与等にも利用 され ，情報の 一
元化が図られ て い る．

　　　　　　　　 4 ．おわ りに

　本 シ ス テ ム は ，サ
ー バ ー

側 に デ ータ ベ ー ス

（Oracle）を組み込 む ことで ， サ
ーバ ー

側での デー
タ
ー

元管理 を可能に し，クライア ン ト側の 時々 刻 々 変化す

る多くの 処理 （事故対応など）にもタイム リ
ー

に対応で

きる体制を実現してい る．
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（b）Decision　ofconc 戯 e　passed　POintS

　　Fig．3　P！℃  sshlg　after　Fig．2

Fig．4　Example 　ofexecuting 　order 　getting　and 　estimation

Fig．5　Example　ofdetecting 　the　shortest　distance
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